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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録
平成　21年　7月　31日　(金)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　スパベイ真理子　記録者　和田　美代子
	小向
	上野(厚)
	スバベイ
	戸賀沢
	竹内
	清川
	橘
	藤田
	小笠原(香)

	
	
	
	
	
	　
	
	
	

	準夜
	年休
	○
	CD留守
	○
	公休
	CD留守
	○
	深夜

	相間野
	佐々木
	川守田
	平間
	藤原
	田ノ上
	畑内
	高橋
	山地

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	深夜
	準夜
	準夜
	Ａ留守
	年
	公休
	特有
	CD留守　
	○

	上野(雅)
	石岡
	油津
	和田
	小笠原(麻)
	出貝
	前田
	板橋
	田中

	欠勤
	公休
	公休
	○
	深夜
	準夜
	公休
	業務
	業務

	鈴木
	盛田　
	天間
	横町
	山下

	業務
	業務
	業務
	公休
	公休


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名
する事。
＜連絡事項＞

· Ｂユニットにあるポストが、所定の場所ではないところにありました。Ｂ詰所に置く事にしています。

・プログラム担当の方は、月末になりましたので内容を確認して下さい。

　　　　　　

＜患者様連絡事項＞

· 山下　ヨシ様～排便コントロール目的の為、シンラック１本処方となっています。

　　　　　　　　　排便状況引き続き行っていきましょう。

· 助川　幸雄様～本日、昼から臨時薬処方となっています。状態観察行っていきましょ　　　　　　　　　

う。

1 ディオバン　（40）　4Ｔ　

コリネールＬ（20）　１Ｔ

ファモチジン（20）　１Ｔ

　　　　　　　　　　　　　　1×昼後

　　　　　　　　　②　ムコキール（15）　　　3Ｔ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3×ｎｄＥ／7Ｔ

　　　　　　　　　

· 谷内　愛子様～カタリン点眼薬１本処方となっています。

· 上田　正男様～鼻汁、咳の軽減により、ＰＬ止めとなっています。

· 工藤　豊様～現在服薬調整中。本日夕より、セロクエル（25）　3×ｎｄＥ／4Ｔ　　　　　　　　

　　　　　　　追加処方となっています。前傾姿勢、ふらつきや精神症状の観察を行っていきましょう。

　　　　　又、本人様より腰痛の訴えあり様子観察お願いします。

· 木ノ下　ツヨ様～本日９時より日赤病院眼科受診の為外出しています。

　　　　　　　　受診後１１時に帰院。視力低下ないとの所見ご家族より報告ありました。


点眼薬（ブロナック）２本処方あり。１日2回（朝・夕）点眼忘れずに行っていきましょう。（フルメトロンも）

　　　　　　　　次回は８月３１日（月）９時～１１時外出にて日赤眼科受診予定。

· ブロナック残り５本あるので、次回受診時に残数をご家族に伝えて下さい。

· 前川原　勝美様～８月3日血検あります。忘れずに施行しましょう。

　　　　　　　　　　

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞　
　

・工藤　豊様～今朝から普段のような動きにもどってきている。徘徊や椅子、テーブルの


移動、介入に対しての易怒性はより酷くなってきている。引き続き見守り


の強化が必要となっています。

・中村　マス様～精神状態悪化にともない、自室整理出来なくなり、まとまりのない話や、

奇異行動が目立ってきています。他患者とのトラブルが起きないよう

引き続き精神状態の観察をしていきましょう。

· 井上　健次様～夕方から多弁、興奮気味となること多くなってきています。車椅子か

らの立ち上がりも多くなり、介入にも易怒的となっています。引き続き身体症状の観察や、立ち上がり等の見守りにに注意していきましょう。

· 柴葉　雪雄様～テーブル、椅子への固着がみられています。立ち上がりも多くなって　　　　　

きていますので、転倒等事故のないよう介入していきましょう。

＜学術内容評価・検討＞

介護グループ

　入浴拒否患者様への対応

≪現在までの経過≫

· 入浴に対しての拒否はあるも、テーマとして取り組んだ事により、入浴拒否の回数や拒否行動、攻撃行動は減少している。

・拒否時は衣類更衣や整容をスタッフ促しではあるが、実施出来るようになってきている。

・特定のスタッフでなければ、入浴に応じない患者様もいるが、入浴後には不穏状態も無く、笑顔で過ごされる事が多くなってきている。　

・実施以前は自室で臥床し過ごす事が多かったが、テーマとして取り組んでいる事により、ホールで過ごす時間の拡大、他患者様への気遣い、スタッフと冗談を交えた会話をする事が出来るようになった等、日常生活での行動拡大が見られている。

　※引き続き、上記内容で取り組み、入浴回数の増加及び入浴に対する効果を引き出せる

ようアプローチしていきます。

＜施設入所についての検討＞

· 柴葉　雪雄様～介護認定中。家族様施設入所希望

· 助川　幸雄様～複数の施設申し込み中。







